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2014年2月23日（日）スカウトサンデーの午後、和気瑞江さんの「わけちゃんのお楽しみげきじょう」をスカ

ウト達と楽しんだ後、１階ホールで2014年度スカウトサンデー集会を開催しました。 

昨年に続き、クラブ旗に向かって全員起立「礼」をした後、スカウトサインをして、ガールスカウトの「やくそく」

とボーイスカウトの「誓い」を行い、「霊南坂スカウト団歌」を斉唱して開会式を行いました。 

総会は、倉持雅人兄の司会進行で行いました。議案 2013年度活動報告 田中新二、2014年度活動案 田中新二、    

会計報告は大槻敬太郎兄の長期入院のため、後日報告することで全員了承し、予算案は過去2年を参考に作成して

承認しました。 

続いて、お茶とお菓子と特大のイチゴをいただきながら意見交換を行いました。   

① ガールスカウト団委員長・古谷久代さんから、OG/OB の各位が得意とする事柄を生かして、現役および保護

者のみなさまにレクチャーなどして頂きたい・・・との要望がありました。昨年はガールスカウト団委員の小

山和子さんに「デートDV」について講演して頂きました。（5ページに掲載） 

② ボーイスカウト名誉団委員長・杉原正さんが現役を離れて“これまで見えていなかったこと”として話をされ、

その中で、子供の教育費について、公立学校に通う子供の 6～7 人に 1 人が自治体から就学支援金を受けてい

る現状で、GS/BSでの諸経費が他の団体に比べて高額であり、団としても今後、個人の経費負担を押さえる工

夫をし、育成会やスカウトクラブなどの協力が欠かせない・・と話されました。 

 
２０１３年事業報告 

1．通年の作業として「スカウトクラブ会報」の発行と

ホームページの改訂及び更新。毎月第２水曜日に

オープン集会を開催しました。 

2．8 月には軽井沢にて「スカウトクラブジャム製造工

場」を開設、特製ルバーブジャムを教会バザーで

販売、収益はクラブ運営費に収納しました。 

3．本年度のクラブ会費を納入いただいた方には、クラ

ブ旗をデザインしたサンクスカードを送付しまし

た。 

２０１４年度活動計画 

1. ＧＳ古谷さんからの要望に沿って、スカウトクラブ

として、どのようなことができるか検討いたしま

す。 

2. ＢＳ杉原さんの提案に沿って、原隊とも調整しなが

ら、学校教育での奨学金のようなシステムが可能か

検討してまいります。 

3. 会員相互の親睦を図る行事などを計画します。 

4. ホームページの充実、クラブ会報のカラー印刷を実

施します。 

 

 

２０１４年度 

霊南坂スカウトクラブ スカウトサンデー集会報告 

ボーイスカウトの日本連盟が組織に「スカウトクラ

ブ」を加える計画が起きた時、当時の団委員長で連盟

にも関わりの深かった故今田冨士雄兄から、早速 

ボーイスカウト港 1 団にもスカウトクラブ部門を立ち

上げたいと、すでに名称、規約案等を用意されてのご

相談をうけました。“名称を「霊南坂スカウトクラブ」

とするんだ！”と組織化に伴い早々に名乗り出られる

ようにと準備されていることを誇らしげに話してくだ

さいました。折しも霊南坂スカウトは発団50周年を迎

える４年程前のことでした。諸手を挙げて賛同したい

ところでしたが、“チョット待って！名称を「霊南坂ス

カウトクラブ」とするからには、ボーイスカウトのOB

だけの「スカウトクラブ」ではなく、霊南坂教会には

発団当時から常に折りにふれ共に力を合わせて活動し

て来たガールスカウトのOG もいるのを忘れないで欲

しい”と提案して，知れる限りの関係者、OB・OGを

対象にアンケートの末、ひとたびスカウトに関わりを

もったスカウト、リーダー、団委員、保護者たちが参

加出来る、ボーイスカウト日本連盟の規定する「スカ

ウトクラブ」ではない、独自の「霊南坂スカウトクラ

ブ」を創設することになりました。50 周年を迎える 3

年前のことで早速ボーイスカウト、ガールスカウト、

スカウトクラブの3者で協力して50周年記念事業の準

備をすすめたのでした。そして本年「霊南坂スカウト

クラブ」は20周年を迎えることになったのです。 

多くの祈りと支えをいただき、歩み続けられている

感謝と共に20周年を機に、現団との更に密なるコミュ

ニケーションと相互理解を図り、「霊南坂スカウト」の

一員として活動を続けて行きたいと願っています。多

様化した社会と多忙な若い方々の参加を得るのが難し

い状態ですが、一人でも多くの賛同者と協力してくだ

さる方が増えることを合わせて願っています。 

「霊南坂スカウトクラブ」20周年によせて     スカウトクラブ副会長 西郷崇子 
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昨年12月14日クリスマス会後に、他団の方もお招き

し「デート DV」について講演する機会を頂きました。

当日はシニア・レンジャースカウトを中心に 46 人の参

加がありました（4団関係者25人、他団の方21人）。「デ

ート DV」ということばを聞いたことがない方もおられ

るのではないかと思いますが、結婚していない交際中の

若い男女の間でみられる暴力を指します。 

ガールスカウト日本連盟では、世界145の国と地域の

ガールスカウトとともに「少女に対する暴力をなくす

(STV)キャンペーン」を展開していますが、その第一弾

として「デート DV」の啓発活動に取り組んでいます。

そこで今回、鈴木充代リーダーの発案で４団でも取り上

げることになり、レンジャースカウトの母であり、臨床

心理士、法務博士である私が心理学的側面、法律的側面

からお話しする役割を務めさせて頂くことになったわけ

です。 

当日は、まず「デート DV」についての簡単なアンケ

ートを行った後、法務省編集の「デート DV」のビデオ

を鑑賞しました。その後パワーポイントを利用しながら

解説を加えました。DV というと、殴る、蹴るなどの身

体的暴力を伴うものを連想しがちですが、精神的暴力、

性的暴力、お金をせびるというような経済的暴力、相手

を孤立させるというような社会的暴力もあります。交際

相手の携帯アドレスを消したり、メールチェックをした

りするのもDVに入ることや、女性から男性へのDVも

存在することは新しい発見であったと思います。 

中高生のスカウトにとっては、今は身近なものではな

いかもしれません。しかしながら10代女性の10人に1

人がデートDV被害者であることを考えると、友人から

相談を受ける可能性も否定できません。そのときに「そ

れはDVだよ。（交際相手に）NO！と言おう。専門家に

相談してみては？」とアドバイスするだけでも、デート

DV 防止につながっていきます。またデート DV の正し

い知識を身につけ、適切に対応できる人が増えることで、

夫婦間でみられる DV 被害も減少していくと思われま

す。 

講演会終了後には STV について意見交換し、参加者

全員で「人と人がよりよい関係をつくること」やジェン

ダーについて語らうことができました。貴重な経験と有

意義な時間をもてましたことを感謝致します。 

  

 

ブラウニースカウト    宮﨑 南奈 

私たち『ガールスカウト東京都第４団』は12月21

日と 23 日に東京ミッドタウンで『クリスマスキャロ

ルの夕べ』にさんかしました。ページェントで歌った、

「もろびとこぞりて」や、「きよしこの夜」を歌いま

した。当日は、２F のひかえ室にしゅう合して、みん

なで服そうチェックをしました。それから会場でリハ

ーサルをしました。飯先生のヴィオラと備後リーダー

のソプラノの歌もいっしょです。押田リーダーはピア

ノをひいて下さいました。 

いよいよ本番です。ならんで出番を待っていたら、

いつもとちがうすてきなドレスを着ているリーダー

がみえて、ドキドキしてきました。私たちも、元気に

大きな声で歌いました。歌いながら、ようち園の時の

園長先生や先生たち、パパやママの顔が見えました。

嬉しくなって、もっと元気に歌えました。 

 

 

ブラウニーリーダー      備後 千春 

昨年 12月 21日、23日に東京ミッドタウン・フジ

フイルムスクエアにてクリスマスコンサートを行い

ました。両日共 2 公演の計４公演、出演スカウトは

BS13名 GS23名でした。 

各公演、クリスマスのさんびか 9曲とアンコール1

曲をたくさんのお客様の前で元気に歌うことができ

ました。最初は緊張していた様ですが、徐々に慣れて

きて、いつものスカウト達らしく歌えました。練習回

数は少なかったのですが、よく頑張ってくれたと思い

ます。協力して下さったスカウトクラブや保護者の皆

さま、また、ヴィオラ、クラリネットで華を添えてく

ださった教会員の飯顕さんと寺川久美さんにも感謝

申し上げます。喜ばしいことに、コンサートにいらし

て下さった方々からスカウト活動について多数問い

合わせをいただいています。チャーチスカウトとして

活動している私達、霊南坂スカウトの事を多くの方々

に知っていただくことができ、またスカウト達にとっ

ても良い経験となり、有意義な活動となりました。 

クリスマスキャロルの夕べ 

ガールスカウト団委員 

    小山和子 

デートＤＶの講演会 
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＜バンドの青年たち＞ 

 宣教師、宣教医、教育家たちの影響を得て、横浜、熊

本、札幌などに相次いで青年たちがキリスト教信仰を得

て活動を開始し、「バンド」と呼ばれます。 

 横浜では、S.R.ブラウンとJ.H.バラの改革派の宣教師

たちにより植村正久、井深梶之介、押川方義らが受洗し、

日本最初のプロテスタント教会である「日本基督公会」

を設立。「公会」は教会と同義の言葉であり、後に植村

正久ら日本基督教団の中核をなしたグループでもあり

ます。 

 熊本では、熊本洋学校のアメリカ人教師 L.L.ジェー

ンズの感化で、授業の傍らで聖書を自宅で講じ、霊南坂

教会の創始者の一人である小崎弘道や金森通倫、海老名

弾正、徳富猪一郎らがいました。このバンドはキリスト

教界のみならず、実業、教育、官界、医療などの多分野

に進出します。学生たちは創立間もない同志社英学校に

入学し、新島襄やアメリカン・ボードの宣教師たちから

指導を受けます。熊本バンドと会衆派系諸教会との繋が

りが生まれ、彼らの中から後に組合教会の指導者が輩出

します。 

 札幌では、W.S.クラークの指導を受けた札幌農学校の

生徒たち、彼を招いた開拓使長官の黒田清隆の反対を押

し切ってキリスト教的人格教育を施し、その感化で

1877 年 3 月に 1 期生 16 名全員が信仰を表明し、続い

て新渡戸稲造、内村鑑三ら2期生15名が加わり、後の

無教会グループの源流となり、札幌バンドと呼ばれま

す。 

＜霊南坂教会の成り立ち＞ 

霊南坂教会の設立年代と関連して特に注目しておか

なければならないことがあり、それは霊南坂教会の発端

となった1879年が、実は日本のプロテスタントの伝道

が開始されて丁度20年後にあたり、また最初のプロテ

スタント教会が誕生して 7 年後に相当することであり

ます。 

1872年(明治5年)3月に日本最初のプロテスタント教

会が横浜に設立され「横浜公会」となります。東京に最

初の教会が設立されたのは1873年9月、長老派の教会

で築地にある「築地新栄教会」で、1878年末(霊南坂教

会が誕生するまでの)までの約5年間に約20の教会が設

立されています。 

霊南坂教会の設立に欠くことのできない要因があり、

第一は熊本バンドから同志社に至る流れ、第二に関西を

主な拠点とし会衆派の流れをくむアメリカン・ボードの

影響下にあった初期の教会やその動き、第三にそれらと 

霊南坂教会と我が団 ～伝統と継承、そして変革～ ②   ボーイスカウト東京港第１団  名誉団委員長 杉原 正 

           

 

 

 

 

 

関連して舞台を移し、そこで結成された「群羊社」の動 

向で、これらが相互に関連しながら霊南坂教会を生み出

す歴史的な要因となります。 

霊南坂教会は、初めから霊南坂教会という名称があっ

たわけではありません。1879年(明治12年)12月13日、

熊本県の熊本バンド(熊本洋学校の青年たち)出身で同

志社英学校(現在の同志社大学の前身)第1回卒業生であ

る小崎弘道牧師(当時若冠 23 才)と 11 名の青年たち(群

羊社など)によって京橋区新肴町 14 番地(現在の銀座 4

丁目と数寄屋橋の中間の通りを約 100 メートル北寄り

の辺り)の簿記夜学校の一室において教会設立式が行わ

れ、「新肴町基督教会」の名称が付けられました。 

 教会が最初に突き当たった難問は、集会場所の問題で

あり、その仮集会場を確保するにあたり、先ず京橋区南

鍛冶町(東京駅八重洲南口辺り、小崎牧師の居地)、そし

て京橋区元数寄屋町に移転。1882 年４月には芝区新桜

田町(虎ノ門から新橋に向かう右側)に移り、“流浪の

旅”、“放浪の民”とは、この時代の教会を指している言

葉であり、新桜田町に移ってからは「新桜田基督教会」

と改名された。同年 9 月 7 日には麻布区仲ノ町にあっ

た「日本基督教会」と合併し、新たに「東京第一基督教

会」と改称して仲ノ町の「日本基督教会」の会堂を使用

して再スタートします。 

 霊南坂教会が専用の会堂を初めて持ったのは、1886

年(明治19年)8月1日。赤坂区溜池霊南坂町14番地と

溜池榎坂町 5 番地 3 号の購入されていた土地に、木造

瓦葺平屋建 150 ㎡の新会堂が建設され、その献堂式が

行われています。総工費は、机、椅子、オルガンその他

の備品を含めて1,440円余りで、土地代金を含めると総

額2,172円余りの事業で、教会員の募金とアメリカン・

ボードの宣教師やその他の特別寄付を合せて 1,672 円

余りであったため、不足金の約 500 円は借金をして

1892年までの6年間かかって返済しています。そして

5 年後の 1891 年(明治 24 年)10 月 3 日、東京第一基督

教会は定期教会総会で「霊南坂教会」の名称に変更され

ました。 

＜鐘楼のある教会＞ 

 1947年2月、霊南坂教会においてスカウト活動が始

まった草創期は、団歌にあるように“霊南坂に聳え立つ

鐘楼”にあったスカウトルームを中心に活動をしていま

した。赤レンガの教会は、六本木の市三坂を溜池に向っ

て下ると正面にその美しい姿がありました。その教会は

写真などで見ますが、そのレプリカが現教会の礼拝堂の

ホワイエに置かれています。 
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1917 年(大正 6 年)5 月 25 日付の東京夕刊新聞によ

ると、「新しくできた市内の最高塔」との見出しで以

下のような記事が掲載されています。 

『「浅草で一番高いのが十二階、その次は蔵前の煙突」

と相場が決まっていたが、段々高い物と競ってきて、

神田駿河台のニコライ堂が海面から計ると一番高い

と言われていたのが、今度赤坂榎坂町5番地の高地の

上に百余尺ある霊南坂教会なる五層楼ができたため、

遂にこの教会が市内最高塔の月桂冠を獲得すること

になった。その地が市ヶ谷、目白の高台や愛宕山より

も高く、その上に高楼を建てたのだからひとたびこの

高塔に昇って市街を瞰下すれば、東は下谷浅草は勿

論、十二階は足の下にあって本所深川は一目に見え

る。西は青山の御所を初め、墓地から練兵場、南は芝

公園から品川の台場の方まで何の遮る物もなく見晴

らされ、北は四谷見附、九段坂の銅像から早稲田の涯

まで見下ろすことができ、実に市内の大観をほしいま

まにすることができる。この天国に近い高塔は昨年

(1916年)5月に起工し、牧師館、本館、附属館の3館

で6万余円が全部寄付によったものである。開館する

までには3ケ月計りを要するとのことで大講堂(注：礼

拝堂)は600人を容れることができ、館内には老人会、

青年会、婦人会、日曜学校教室、夜学校室、幼稚園教

室、牧師室、応接室、事務室、研究室、音楽室、食堂

等十数種に分たれ、辰野金吾博士(注：旧東京駅、日本

銀行の設計者)、葛西萬司博士の設計にかかるゴジック

式の赤煉瓦で飾られる壮観なものである』。そして 9

月15日(土)に新会堂献堂式が行われています。 

 教会の草創期を中心に歴史と建物について述べま

したが、外形的ではなく中味である伝統(tradition)に

ついて改めて確認しておきたいと思います。 

＜tradition → 伝統＞の翻訳 

 我が団や霊南坂教会の歴史から「伝統」について考

えてきましたが、ある新聞の＜翻訳語事情＞のコラム

の中で、東京大学斎藤希史教授(中国文学)の〔tradition 

→ 伝統〕の解説は、大変興味深いので付記します。 

『明治から大正にかけての英和辞典を見ると、

traditionの訳語には「口伝」「伝説」もしくは「交付」

「引渡し」などとあるのが一般的で、大きな辞書にな

ると「慣習」や「因襲」も見られるが「伝統」という

語はまず出てこない。そもそも tradition はラテン語

の tradere（渡す、伝える）に由来するから法律用語

としての財産の引渡しも含め、伝えることや伝えられ

るものが語議の中心である。(中略)一方漢語としての

「伝統」は、もっぱら血統や学統を伝えること、もし

くは伝えられた血統や学統のことで、いわば系図の表 

すことのできるようなものであった。tradition と重な

るところがないわけではないが、方向はかなり違う。

系統という意識が強いのである。(注：いまの岩波漢語

辞典では、歴史的に受け伝えてきた〈とくに精神面の〉

思考・行動様式と解説) 

 「tradition」と「伝統」が結びつくのは、大正も半

ば以降のこと。自然主義に対する伝統主義、民族の伝

統文化などのような言い回しが目立つことから推せ

ば、守るべき価値のあるものであることを強調するた

めに、単なる伝承や伝説を超えるものとして「伝統」

が登場したと考えられる。昭和に入ってますます使わ

れるようになるのも、日本の「伝統」が連綿と続くも

のとして強く意識される時代だったからだろう。現在

でも「伝統」にともなう動詞は「守る」が多い。しか

し traditionの肝心なところは「伝える」ことにある。 

“誰から伝わり”、“誰かに伝える”。そして“何を”、“ど

う伝えるか”は、いま生きている私たちに掛っている。』

私たちは、このことを念頭に置いてその「伝統」は、

伝えるに値するものか。血統や学統の「統」を守るこ

とにこだわってしまい、本当に伝えなければならない

ものを見失っていないか。永い歴史をもつ教会にある

我が団にあっては、大きなことであれ、小さなことで

あれ、この「伝統」の意味を真摯に受け止め、このこ

とを決して忘れてはいけないと思料します。ともすれ

ば昔のことを懐かしく思ったり、また昔の時代を慕わ

しく思ったりする懐古的に落ち入らないよう注意しな

ければなりません。 

＜継承すべきこと＞ 

 歴史の中から「伝統」を考え、「言伝え」また「手渡

す」という語意が大切であること、そして「tradition」

の翻訳を通して「伝統」の様々なことを知りました。 

とくに「言い伝えられるべきもの」は、単に「外形的」

なものでなく、その「中味」であることに注目しなけ

ればなりません。教会は、常に主イエス・キリストを

正しく運び、生命をかけて守り、正しく宣べ伝えてい

たか、その意味で「伝統ある教会」であったかが問わ

れています。 

 我が団は伝統ある団として、これらのことにどう取

り組んできたのでしょうか。またこれからどのように

これに取り組んでいくのかが重要な課題になります。 

3 年前に公益財団法人に移行したボーイスカウト日

本連盟の定款に、〈目的〉として“この法人は、世界ス

カウト機構憲章に基づき日本におけるボーイスカウト

運動を普及し、その運動を通じて青少年の優れた人格

を形成し、かつ国際友愛精神の増進を図り、青少年健

全育成に寄与することを目的とする”を定めています。 
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斎藤 文雄 

仕事の都合上未定です。出席出来

る様であればいずれかに出席した

いと思います。萬石と近々六本木

でお店をやっているピンちゃんの

所へ食事に行く予定です。杉原さ

んも元気ですごしている様です。

皆さん元気でお過ごしでしょう

か？今思えば10代の頃が一番素晴

らしい時だったと思います。 

小宮 忠紀 

ご無沙汰しております。スカウト

活動からは遠く離れた状況に感じ

ていました。人と人とのつながり

は大切だと思っております。お陰

様で健康に感謝しています。 

中谷 和子 

昨年11月より聖歌隊のお仲間に加

えて頂き、礼拝に出席しています。

この様な形で霊南坂に戻って来れ

た事、とてもうれしく思っており

ます。 

塚田 洋子 

インフルエンザ A 型になったり、

地域の委員をしていたりで、野暮

用に追われてすっかりハガキを出

すのを忘れていました。前日に「バ

バランチ＆学」で「内部被爆を生

き抜く」のＤＶＤ鑑賞とお話をし

ますので、体力が持続出来ないか

なぁ〜と思います。どうぞ皆さま

によろしくお伝え下さい。教会に 

集うことができることはめぐみ多

いことですね。 

石田 隆一 

元気に毎日を送っております。 

マッカーサー道路も 3 月には開通

し虎ノ門地区も更に開発が進み住

民の居ない街に変わって行くの

が、つらく淋しい気がいたします。 

清水 裕 

近況：相変わらず神奈川連盟の副

コミッショナー（進歩担当）をや

っております。欠席ですが、ご盛

会をお祈りしております。 

小田島  典子 

毎年参加させていただくこと楽しみ

にしております。総会でのおやつは

今年は何かな？・・・と楽しみにし

ています。 

笠川 由佳 

バザー、みなと祭りなど楽しませて

いただいています。久しぶりにスカ

ウトサンデー礼拝に出席を楽しみに

しています。ありがとうございます。 

半田 貴久 

いつもご連絡ありがとうございま

す。何も役にたてなくて申し訳けあ

りません。貴久は教会のオルガニス

トとして活躍しピアノの調律がしご

とです。しかし現在病いのため全て

休止していて（日キ）茅ヶ崎南湖教

会に週３回はオルガンの練習には行

ってます。母親能子は霊南坂教会の

会員で月一回礼拝に出席していま

す。私の103才の実父のケアをして

います。 

谷本 祐子 

午前中用事があり③より出席したい

と思います。よろしくお願いします。 

遠山 兼宏 

昨年末、杉原さんと久しぶりに（彼

が日赤病院に入院手術の時以来）会

うことが出来、楽しい一時を過ごす

ことができました。 

松下 倶子（三木） 

1958 年に 4 団から分かれて発団し

た8団が55周年を迎えております。

ご支援くださったすべての方々に感

謝いたします。 

飯田 誠子 

いつもご案内をありがとうございま

す。お陰様で今のところ元気にして

おります。所属している合唱団が４

月初めにヨハネ受難曲全曲を発表す

るので、週一回の夜の練習２時間半

に精を出しています。 

依田 直純 

会報いつも楽しく拝見させて頂いて

おります。日曜日が休みでない仕事

のため恐れ入ります。 

杉原 正 

いつもお世話ありがとうございま

す。正月早々体調を崩しましたが

復調しました。団委員長を退いて1

年半となり、久しぶりに団委員会

に出席して短くお話させていただ

いたことを「今想うこと」として

数ページにまとめスカウトサンデ

ーのとき、配布できればと、いま

加筆修正しています。一人でも多

くのメンバーの出席を楽しみにし

ています。 

臼井 純一 

年末に発生した PC 故障により、

H.P の更新がうまく出来なかった

事が残念です。今后、新しい

Windows8.1 になれたらスムーズ

な更新が出来る様に頑張ります。 

黒部 愛子 

聖日礼拝出席を習慣にして居りま

すが老化現象が起きて祈りを学ん

でいます。いつもステキなご活躍

のご報告とご案内をありがとうご

ざいます 

櫛部 ふじ 

皆様お元気のご様子で嬉しいで

す。私は5月に91才になります。

いつの間にか90才をすぎる年にな

ってびっくりしています。最近は

病気もせずすこぶる元気ですが足

が弱って歩行困難で自家用車（？）

を押して歩いていますが、頭の方

はまだ大丈夫です！！ 

柳 健一 

いつも素晴らしい企画をありがと

う。皆様と会いたいのですが当日

は欠席いたします。お手伝い出来

ず恐縮です。 

青木 義明 

ゴルフの約束があり欠席させてい

ただきます。何時もありがとうご

ざいます。 

ワイボーン・ルリ子（村越） 

生憎当日は東京に居れず欠席させ

て頂きます。盛会をお祈りしてお

ります。 
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日野 珠子（日下部） 

現在読んでいる宮尾登美子の「き

のね」に福吉町の霊南坂教会の描

写があり懐かしく思い出していま

す。72才になった私は娘に追いま

くられ孫達の夕食作りに励んでい

ます。 

諏訪原 礼子（斎藤） 

ご無沙汰しております。昨年のバ

ザーでは台風接近の心配をしなが

らでしたが、久しぶりに会うメン

バーと楽しい時を過ごせました。

又次回、皆さんにお会い出来る日

を楽しみにしています。 

縣 麻利子（五十嵐）                               

スカウト便りにて昨年のバザーに

向けて夏の軽井沢でジャム作りに

励んでいらっしゃるお姿楽しく読

ませていただきました。 

笠原 章雄 

当日は団（神戸 15 団）のB−P祭

で欠席させていただきます。団で

は昨年４月から団委員長になり、

神戸地区では地区コミとして奉仕

させていただいております。 

山口 房子（鈴木） 

スカウトサンデー出席出来ず残念

です。昨年ヨットで世界旅行中の

川さんと 40 年振りにお会いして

おしゃべりの花が咲きました。 

山﨑 亜子（伊藤） 

被災地支援のキャンプ”ニコニコ

キャンプ”は今年2月のYMCA東

山荘で第７回目になります。この

準備の為、欠席させて頂きます。 

関山 真理子（川） 

年末に足を骨折した主人のリハビ

リの経過を見ながら今年もクルー

ジングの準備を進めています。当

初の予定よりは遅れると思います

が、今年度の予定の大西洋横断に

向けて焦らずにまずはリハビリを

して完治をと願っています。 

河合 潤子（萬井） 

折角のお誘いですが、日曜日は伺

えません。ご盛会を祈ります。 

田村 真美子（津布久） 

大病で手術をしてから 5 年近くに

なりますが疲れやすくなってしま

いすっかり出不精になってしまい

ました。元気になりましたら出席さ

せて頂きます。 

金子 康子（加藤） 

子どもたちが土日、野球と羽根つき

をはじめたので、イべントに参加で

きなくなってしまいました。残念で

しかたありません。遠くからスカウ

ト活動を見守りたいと思います。 

田中 節子（犬飼） 

元気に日々忙しく過ごしておりま

す。ガール時代の友人とは年に２．

３回会食（女子会??）おばさん会か

な?をし、昔話しに花を咲かせ楽し

んでおります。 

足立 園恵（八木） 

仕事、育児、家事と追われているう

ちに下の息子も４月には小学生で

す。地域のBSに入れてみたい・・・

と秘かに思ってます。 

金森 勝芳 

残念ですが、教会総会のためどうし

ても出席できません。 

小坂 洋子・秀一 

GS でお世話になった娘の次女の結

婚式で伊勢に参ります。久しぶりで

家族の集まりです 

太田 幸子 

勤め先に元ブラウニー（団は違いま

したが）の方がいらっしゃいました

ので、しばしブラウニー談議に花を

咲かしました。また別にも現役でボ

ーイスカウト活動をしていらっし

ゃる方が居り、何故か必ず笑顔にな

る事が不思議です。 

大岩 久（志水） 

６５年前のスカウトです。元気にし

ています。 

若月 実江（光野） 

昨年 1 月に念願だった霊南坂教会

で結婚式を挙げさせて頂き、来月３

月に出産予定です。お陰様で（皆）

元気ですごしています。 

町田 芙佐子（板垣） 

発足67年おめでとうございます。

自分の干支の年をむかえ（72 才）

老夫婦で静かに暮らしておりま

す。 

伊藤 由紀子 

その日は予定で変更にならない限

り前々から・・・申し訳ありませ

ん。バザーにはぜひ又伺いたいし

協力させて頂きます。 

和田 富士子（鈴木） 

私は息子たちが入っている墨田 3

団ボーイスカウトの団委員とし

て、今もスカウト活動に関わらせ

ていただいています。4団で覚えた

ソングは宝です。 

田付 茉莉子（大内） 

昨年3月に青山学院大学を退職し、

（財）日本経営史研究所会長に専

念しています。会社史の取材で昨

年はベルギー、チェコ、トルコを

回りましたが、今年は中国各地と

アメリカを回る予定です。日本企

業のグローバル化というか無国籍

化に対応して歴史を描くのに体力

が要るということが判りました。 

2月23日は所属している合唱団白

樺の総会で、一日中書記をしてい

ますので欠席します。 

片岡 孝 

当日は千葉県連指導者研究集会出

席のため欠席します。一昨年 5 月

に卒業しサンデー毎日となり満一

才になる孫と遊ぶのが楽しみな今

日このごろです。 

高玉 大 

平成25年より桐谷斎場近くの介護

デイサービス送迎ドライバーをや

って居ります。 

小林 孝江 

私は元気で今でもビルの経営管理

で忙しくしておりますが元気で

す。虎ノ門もどんどん変わり昔の

面影が無くなってきました。長男

直明は千葉に、次男は大阪で各々

元気で忙しく暮らしております。 
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定例催事   毎月、第2水曜日にオープン集会を開催、クラブの運営など協議しています。ぜひご出席ください。 

  毎年、1月に合同「お餅つき」／2月スカウトサンデー／10月教会バザー 

         12月に合同「スカウトクリスマス」を開催しています。 

         ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

1994 ２月２７日 霊南坂スカウトクラブ誕生 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

1995 ２／     スカウトサンデー・総会・講演会 エヴェレスト登頂 女性登山家”田部井淳子氏” 

 ４月２２日 第5回ボーイスカウト研修会 「継承と創造」 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

1996 １月２７日 第6回ボーイスカウト研修会   「世界の中の日本人」 

 ２／     スカウトサンデー・総会 

 ６月１日   バーベキュー大会 アークヒルズ ガーデンにて 

 ９月１日         親睦会 島唄楽園にて  現役リーダー・団委員・会員 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

1997 １月     第7回ボーイスカウト研修会   「視野をより広く」 

 ２月２３日 スカウトサンデー・総会 

 ４月２９日 霊南坂スカウト50周年記念式典・パーティー  教会・ホテルオークラにて 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １２月１３日 クリスマス・懇親会 ツム アインホルン  現役リーダー・団委員・会員 

1998 １月１７日 第8回ボーイスカウト研修会 「社会に貢献するスカウト運動」  

 ２月２１日 スカウトサンデー・総会  チター演奏アンサンブル・アルペンローゼ 

      スカウトクラブ会報 創刊号発行 

 １０月１７日 東京都盲人福祉大会 ボランティア参加 

 １１月３日 東京湾クルーズ・パーティー ランチ・クルーズ シンフォニークラシカ 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １２月５日 クリスマス・懇親会 トムボーイズ 現役リーダー・団委員・会員 

1999 １月２３日 第9回ボーイスカウト研修会 後援「21世紀（あす）に向けての青少年の役割」 

 ２月２１日 スカウトサンデー・総会  盲動犬ベルナのお話  郡司ななえ氏 

 ３月１３日 GS4団チャリティーコンサート支援 

 ７月３１日 納涼の夕べ  隅田川花火大会観賞 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １１月１６日 サンガムのためのチャリティーコンサート協力 

 １２月４日 クリスマス・懇親会  ブォーナ・ボッカ 

2000 １月２２日 第10回BS研修会  後援  「学ぶこと」が「生きること」へ 

 ２月２０日 スカウトサンデー・総会    フルートとお話 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １２月９日 合同クリスマス 

 １２月９日 クリスマス・懇親会 永利菜館にて 現役リーダー・団委員・会員 

2001 ２月２０日 第11回BS研修会 共催 「スカウト運動の使命」 

    ２月１８日 スカウトサンデー・総会 楽器とお話“成城学園大学レストロ・アルモンコ管弦楽団” 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １２月１５日 クリスマス・懇親会 永利菜館にて 現役リーダー・団委員・会員 

2002 ２月２４日 スカウトサンデー・総会 トロンボーン演奏 “スライド・マスター・G４” 

 ３月２日     第12回BS研修会 共催 「スカウティングは期待されているか」 

 ４月２４日 総会で提案された「アフガニスタンのスカウト運動支援プロジェクト」の試行開始 

  

霊南坂スカウトクラブの歩み 
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  2002 ９月     合同キャンプファイヤー 

    １２月７日    合同クリスマス 

 １２月７日 クリスマス・懇親会 パストラル 現役リーダー・団委員・会員 

2003 ２月２３日 スカウトサンデー・総会   和太鼓演奏 “武蔵野国府太鼓” 

 ３月１２日 第13回BS研修会 共催  「人として生きることを学ぶ」 

 ９月６日  合同キャンプファイヤー 

 １１月２９日 Dr．レシャードの講演と写真家内堀たけし氏のフォトディスカッション 

 “アフガニスタンの今” 

 １２月６日 クリスマス・懇親会 トムボーイズ 現役リーダー・団委員・会員 

2004 ２月２２日 スカウトサンデー・総会 マジック ショー グループ遠藤 

 ３月１３日 第14回BS研修会 共催  「最近の教育行政の動向を考察する」 

 ４月２９日 バスピクニック 昭和の森公園 20年ぶりに開催した（10周年記念） 

 ５月９日    「アフガニスタン・スカウトプロジェクト」は研究期間を終えスカウトクラブから独立 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １１月２９日 フォトディスカッションと講演  アフガン・プロジェクトと共催 

 １２月４日 クリスマス・懇親会 パストラル 現役リーダー・団委員・会員 

 １２月１１日 合同クリスマス 

2005 ２月２０日 スカウトサンデー・総会 四重奏 新交響楽団 

 ３月１９日 第15回BS研修会 共催  「スカウティングの再生」 

 ３月     会報＃１８発行  

 ４月２９日 バスピクニック  葛西臨海公園 

      スカウトクラブネッカチーフ制作 

      サポート隊発足 

 ６月     会報＃26発行  

 ９月３日     合同キャンプファイヤー 

 １０月     会報＃27発行 

 １０月２２日 教会バザー 

 １２月     合同クリスマス 

2006 ２月１９日 スカウトサンデー・総会  ジャズ演奏 コバヤシ・カルテット 

 ２月１９日 懇親茶話会  現役リーダー 

      会報＃28発行 

 ３月２５日 日赤救急法講習会  サポート隊 

 ５月２７日 カブ・GS Jr.合同ハイキング  サポート隊 

 ６月３日   GS ソング 伝承・指導 

 ６月２４日 第16回BS研修会 共催  「私に出来る事は何だろう」 

      会報＃29発行 

 ７月８日   GS ロープワーク指導  サポート隊 

      霊南坂スカウトクラブ・ブログ立ち上げ 

 ９月２日       合同キャンプファイヤー 

 １０月７・８日 港区民祭り  テント確保協力に参加 

 １０月２８日 教会バザー 

 １０月１５日 会報＃30発行 

 １２月１６日 合同クリスマス 

2007 ２月１８日 スカウトサンデー・総会   琴と尺八演奏  ホサナ邦楽アンサンブル 

      RSS  霊南坂スカウト合唱団発足 

      会報＃31発行 
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  2007  ３月３日         第17回BS研修会 共催  「ギフト フォア ピース」 

      会報＃32発行 

 ４月２９日 霊南坂スカウト60周年記念式典・パーティー  教会・ANAホテル 

 ６月２２日 GSレンジャー 料理講習  サポート隊 朱村 

 ９月８日     合同キャンプファイヤー 

 １０月５日 幼稚園プレーデー支援  サポート隊 

 １０月８・９日 港区民祭り 

 １０月１３日 AJ-SEPチャリティーコンサート「マイク真木」 協賛 

 １０月２７日 教会バザー 

      会報＃33発行 

 １２月１５日 合同クリスマス  礼拝と祝会 

2008 １月２６日 スカウトクラブ新年会   神保町 「新世界」 

 ２月１７日 スカウトサンデー・総会  ポップス・バンドThe Fuh  

 ３月１５日 第18回BS研修会 共催 「スカウティングが目指すもの」 

 ４月１５日 会報＃34発行 

 ８月６〜１０日 60周年記念合同キャンプ 那須野営場 記念樹（花水木） 

 ８月８日   ガーデンブッフェパーティー （Hオークラ方面のシェフたちによる） 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １０月１８日 会報＃35発行 

 １０月２５日 教会バザーにスカウトクラブ売店の参加 

 １２月１３日 合同クリスマス 

2009 １月１０日 ピースパック作成配送 

 ２月２２日 スカウトサンデー・総会 ジャズ演奏 EM Twoフルバンドオーケストラ 

 ３月７日     第19回BS研修会 共催  「スカウト運動に欠けてはならない物は何か」 

 ３月１５日 会報＃36発行 

 ６月６・７日 お泊まり役員会  軽井沢 

 ６月２７日 上級救急法講習会  赤坂消防署 サポート隊 

 ９月     合同キャンプファイヤー 

 １０月     港区民祭り 

 １０月１５日 会報＃37発行 

 １０月２３日 懇親会  （遠来のOBを囲んで？）浜松町 貿易センタークラブ 

 １０月２４日 教会バザー参加 

 １２月１２日 合同クリスマス 

2010 ２月２１日 スカウトサンデー・総会 HIPHOP ダンスRun Crew 

      リーフレット制作・配布開始 

 ３月１３日 第20回BS研修会 共催 「スカウティングの源流を探る」 

 ３月２５日 会報＃38発行 

 ３月      blog・HPの更新が強力メンバー参加により活発になる 

 ５月１５日 「杉原団委員長を囲んで懇談会」 恵比寿ライオン 

 ５月２９日 上級救急法講習会 赤坂消防署 サポート隊 

 ６月     霊南坂教会HPにスカウトクラブのページが加えられた 

 ６月２６日 スグ！役立つ研修会 山田秀一先生 サポート隊 

 ９月４日  合同キャンプファイヤー 

 ９月１１日 AJ-SEP、BS，GS共催 スカウトデー講演会を後援 

        “Look Wide アフガニスタンを知ろう"  山口敦史氏   
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2010 １０月１５日 会報＃39発行 

 １０月９・１０日 港区民祭り 

 １０月２３日 教会バザー参加 

 １０月３０日 新潟栄村キャンプサイト見学パスピク 渡邊誠兄宅  サポート隊 

 １１月１９日 AJ-SEPチャリティーコンサート 後援 

 １２月１１日 合同クリスマス 

2011 ２月１９日 GSリーダー研修会 リーダーポイント取得のため 

 ２月２０日 スカウトサンデー・総会 「ストリングラフィ」コンサート スタジオ・イヴ 

 ３月１１日 東日本大地震 

 ３月２５日 会報＃40発行 

 ６月２５日 安全対策講習会 OB渡邊誠兄 サポート隊 

 ７月２３日 GS友好団リーダー研修会 “放射についてと被災地宮城県支部の報告”仲舘和夫兄 

 ８月２・３日 被災児童支援“ニコニコキャンプ” 那須野営場「にこにこれすとらん」サポート隊 

 ８月２０日 ニコニコ キャンプ反省会 

 ９月３日     合同キャンプファイヤー 

 ９月２５日 会報＃41発行 

 １０月２２日 教会バザー参加 栄村野菜など販売 

 １１月１９日 第21回BS研修会 共催  「これからのスカウティングを考える」 

 １２月１０日 合同クリスマス 

2012 ２月１８日 スカウトサンデー・総会 トランペット・パイプオルガン北村源三氏・飯靖子氏  

 ３月２７日 会報＃42発行 

 ４月２８日 65周年記念祝会 ”あしあと”「にこにこ れすとらん」開店 “アメリカの遊園地” 

 ９月８日     杉原正兄団委員長退任慰労会 「導かれ支えられ」自費出版された  恵比須 

 ９月２１〜２４日 特製ルバーブジャム工場開設 軽井沢西郷宅 バザーで販売 30kg/125瓶完売 

 １０月５日 会報＃43発行 

 １０月２７日 教会バザー参加 

 １１月１０日 第22回BS研修会 共催 「明日のスカウティングに向けて」 

 １１月１７日 GS岡智子氏講演会「今、若い世代に伝えたいこと」 ほほえみの会 共催 

 １１月３０日 AJ-SEPチャリティーコンサート 共催 

「森山良子アフガニスタンスカウトのために歌う」 

 １２月８日 合同クリスマス 

 １２月     スカウトクラブblog.は終了 スカウトクラブH.P.へ移行。 

      一層のH.P.の充実更新をすすめる< reinanzaka-sc.o.oo7.jp > 

2013 ２月２４日 スカウトサンデー・総会 手話パフォーマンス OGの手話パフォーマー長井利美姉 

      スカウトクラブ旗の制定・制作 OG笹本信子姉デサイン 

      会費納入者へサンクスカード送付を制定 

 ３月９日     東日本被災地支援チャリティーウォーク 道中警護支援 ＧSほほえみの会主催 

 ３月２７日 会報＃44発行 

      サンクスカードを送付 スカウトクラブ旗デザインのカード 

 ８月３０〜２日 特製ルバーブジャム工場開設  軽井沢 西郷宅 バザーで販売 40kg/215瓶 

 １０月９日 会報＃45発行 

 １０月２６日 教会バザー参加 

 １２月７日 合同クリスマス 

 １２月２１・２３日 クリスマスキャロルの夕べ GS・BS出演  撮影支援 六本木ミッドタウンにて 

2014 ２月２３日 スカウトサンデー・総会 人形劇「わけちゃんのお楽しみげきじょう」和気瑞江先生 






